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内
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二
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日
（
月
）
午
後
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時
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十
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ら
厚
生
労
働
省
医
薬
食
品
局
審
査
管

理
課
・
中
垣
課
長
ほ
か
担
当
官
二
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に
、

新
し
い
乾
癬
治
療
薬
の
「
ア
ダ
リ
ム
マ
リ

ブ
」
「
イ
ン
フ
リ
キ
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を
、
乾
癬

患
者
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早
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適
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す
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よ
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認
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者
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を
、
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出
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て
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。

当
日
は
、
私
を
含
め
た
十
一
名
の
患
者

代
表
に
加
え
、
東
京
逓
信
病
院
の
江
藤
隆

史
先
生
、
聖
路
加
国
際
病
院
の
衛
藤
光
先

生
に
同
行
し
て
頂
き
ま
し
た
。

当
初
は
、
窓
口
の
担
当
者
に
署
名
を
渡

し
て
終
了
！
と
、
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
参
加
し
た
患
者
一
人
一
人
全
員

が
自
ら
の
病
状
や
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
を

訴
え
る
時
間
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
話
を
真
剣
に
聞
き
と
め
、
涙
ぐ

ん
で
さ
え
い
た
よ
う
で
、
大
変
印
象
的
で

し
た
。

ま
た
、
要
望
に
関
し
て
も
、
以
前
の
よ
う

に
「
は
い
、
受
け
取
り
ま
し
た
。
善
処
い

た
し
ま
す
。
」
と
言
う
様
な
事
務
的
対
応

で
は
な
く
、
「
副
作
用
に
よ
る
死
亡
例
が

あ
る
こ
と
」
「
適
用
の
際
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
」
な
ど
、
諸
問
題
を
ク
リ
ア
で

き
れ
ば
承
認
し
ま
す
と
、
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。あ

と
で
、
衛
藤
先
生
が
、
あ
の
よ
う
に

言
い
切
る
こ
と
は
稀
な
こ
と
で
あ
る
と
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
で
、
承
認
に
向
け
て
大
き

く
前
進
し
た
の
は
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
署
名
提
出
後
、
記
者
会
見
を
行
い

六
社
も
の
全
国
紙
の
新
聞
社
に
対
し
、
同

じ
よ
う
に
体
験
談
や
、
訴
え
を
聞
い
て
い

た
だ
き
、
新
薬
の
生
物
学
的
製
剤
の
事
を

は
じ
め
、
乾
癬
患
者
の
実
情
に
つ
い
て
知
っ

て
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
署
名
・
嘆
願
運
動
は
乾
癬
患
者
の

実
情
に
つ
い
て
、
広
く
世
に
伝
え
る
一
つ

の
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
署
名
活
動
に
よ
っ
て
、
多

く
の
人
々
に
乾
癬
に
対
す
る
理
解
を
得
ら

れ
た
事
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か

ら
も
、
引
き
続
き
、
署
名
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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生物学的製剤早期承認の請願署名

全国の患者会が協力して大きな成果
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厚生労働省での署名提出集会の様子
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アダリムマブ・インフリキシマブの速やかな審査・承認の要望書

平成２１年３月２３日

厚生労働省 厚生労働大臣 舛添要一 殿 医薬食品局長 殿 医薬食品局 審査管理課長 殿 医政局 研究開発振興

課長 殿

日本乾癬患者会連絡会 代表 佐々木憲夫 岡部 伸雄（北海道）

早期承認プロジェクトチーム 座長 阿高 一男（東京）

中山 誠士（大阪） 仲道 京子（大分） 保田 光輝（愛知）

慢性皮膚疾患である乾癬は、近年その患者数が増加傾向にあり、全国で１０万～３０万人と推定されております。

乾癬の治療方法には外用療法や光線療法、内服療法などがあり、患者、家族、医師が一体となって積極的に推し進

めておりますが、まだ完治にいたる療法は確立されておりません。さらに皮膚疾患は目に見える疾病であるため患

者とその家族の生活全般のＱＯＬは著しい低下を示しております。特に乾癬性関節炎の慢性炎症に伴う強い痛みや

進行性の関節破壊は就学、就労、結婚などの日常生活に大きな障害を与え、若い乾癬患者の１０％が自殺を考えた

ことがあるというデータもあります。

近年生物学的製剤が尋常性乾癬の皮膚角化症状、乾癬性関節炎の痛みと関節破壊に著しい効果があることが、現

代医学によって証明され、すでに欧米では広く用いられその効果が実証されております。このことは、先般貴省に

提出された日本皮膚科学会・日本乾癬学会からの「乾癬治療における抗ＴＮＦ製剤承認に向けての迅速な審査のお

願い」にも詳細に述べられております。

私たち全国の乾癬患者、家族一同は、アダリムマブ・インフリキシマブの一日も早い承認を心から切望し、患者

の生きた声としてここに３万３１８３筆の署名をもってお願い申し上げます。

連絡先 佐々木憲夫

★今回厚生労働省へ提出された要望書の内容です。

★また今回、患者会の要望書とは別に学会からも要望書が提出されました。これは厚生労働大臣宛ですが、日本皮膚科

学会理事長・日本乾癬学会理事長連名によるもので、患者会にとっても非常に大きな力になるものだと思われます。

その内容です。

乾癬治療における抗TNF製剤承認に向けての迅速な審査のお願い

平成21年2月吉日

厚生労働大臣 殿

社団法人日本皮膚科学会理事長

社団法人日本乾癬学会理事長

乾癬治療薬として承認申請されている、抗TNF製剤（アダリムマブおよびインフリキシマブ）の迅速な審査を、

以下の理由によりお願い申し上げます。

１.乾癬の疾病としての特徴と社会生活における問題

乾癬は、アトピー性皮膚炎とならぶ皮膚の免疫異常性疾患であり、我々皮膚科医が日常診療で治療に難渋して

いる代表的疾患のひとつです。遺伝因子と環境因子の双方が複雑に絡まって発症し、いったん発症すると完全に

治癒することが困難なこの慢性皮膚疾患について、半世紀近くにわたって世界各国で病因の解明が進んでいます

が、病態が複雑で免疫系や表皮の様々な異常が存在するために根本的な原因は発見されておらず、未だ決定的な

治療薬がありません。乾癬の患者さんは、皮膚の肥厚や落屑 (ふけ状の皮が落ちること)、かゆみなどで常に苛ま
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れていますが、極端な見栄えの悪さから精神面、ひいては日常生活・社会活動に多大なる影響があらわれ、家庭

や社会の中で孤立することが多いことが知られています。全身に膿疱を形成するような（汎発性膿疱性乾癬）ご

く一部の重症例を除けば、生命的予後は決して悪い疾患ではありませんが、極度のうつ状態から自殺企図まです

る患者さんもいる事実に我々は心を痛め、それは乾癬が人生を荒廃させる病気（life-ruining disease）と呼ば

れる所以でもあります。実際のところ、QOL（quality of life）について種々の疾患と比較した調査によると、

乾癬では糖尿病、高血圧、慢性閉塞性呼吸疾患、癌などの患者さんよりも、精神面および身体的面で高度にQOLが

障害されていることがわかっています。

２.わが国における乾癬の疫学

わが国における乾癬の登録患者数（日本乾癬学会の登録施設からの報告）は4万人弱ですが、本邦における有病

率を0.1〜0.3％と推定すると実際の患者数は10〜30万人程度といわれており、そのうち全身療法の適応となる中

等症および重症の患者さんは約半数を占めます。アトピー性皮膚炎とは異なり、乾癬の発症年齢は男女を合わせ

ると20－40歳代という青壮年層にもっとも多くみられ、特にメタボリック症候群との関連も指摘される昨今、患

者数は増加傾向にあります。将来を担うべき若い患者層が増加することは、この疾患の精神面、身体面への影響

を考えると社会的にも明らかに問題です。

３.わが国における乾癬治療の現状

乾癬に根本的な治療法がない以上、個々の患者さんに最適な治療を行うためには、当然のことながら複数の選

択肢が必要です。現在、副腎皮質ステロイドおよびビタミンD3による局所の外用療法が第一選択薬であり、外用

療法で不十分な場合には、全身療法としてシクロスポリン，エトレチナートや光線療法を使用します。しかしな

がら、シクロスポリンでは腎毒性や高血圧、エトレチナートでは催奇形性や肝障害などの副作用、また光線療法

では頻回の通院の必要性などの理由から、これらの治療を安心して長期間継続できない患者さんも、青壮年層を

はじめとして数多く存在するのが実情です。現在、わが国で承認されている選択肢のみでは治療に苦慮するよう

な難治例が絶えず、医師も患者も新しい治療法を待ち望んでいる状態です。

４.乾癬治療における抗TNF製剤の位置づけ

乾癬の病態については、最近の研究により、T細胞や樹状細胞などの免疫担当細胞の異常とともに、炎症性サイ

トカインの中で TNF-αがきわめて重要な役割を果たしており、その点では関節リウマチの病態と類似しているこ

とが明らかになってきました。欧米では、既にアダリムマブとインフリキシマブ、エタネルセプトの3つの抗TNF

製剤に加え、アレファセプトやエファリズマブといったT細胞を標的とした生物学的製剤も承認され、乾癬治療に

大いなる変革をもたらしています。わが国においても、本学会員の一部が協力して、重症の尋常性乾癬患者さん

を中心に、アダリムマブおよびインフリキシマブのプラセボ対照二重盲検比較試験が実施され、海外臨床試験と

同様の優れた有効性と良好な忍容性を示すことが確認されました。これらの臨床試験では、シクロスポリンやエ

トレチナートなど他の全身治療薬を用いてもコントロールが困難であった患者さんも組み入れられており、これ

らの重症例に対しても両剤は卓越した有効性を示し、忍容性も良好で長期継続使用が可能なことも明らかにされ

ました。また、インフリキシマブは関節リウマチやクローン病、ベーチェット病など、種々の免疫疾患に対して

世界各国でこれまでに100万人以上の患者さんに使用されている実績があり、アダリムマブはわが国でも先般関節

リウマチで承認がなされ、実際の臨床の場で高い評価を得ていると聞いております。

５.抗TNF製剤を取り巻く国内外の情勢を踏まえた要望

海外のガイドラインにおいては既に、抗TNF製剤が乾癬治療の中でもっとも有用な薬剤として位置づけられ、ま

た最近のトピックスとして、40代の乾癬患者ではリスクが2倍上昇するともいわれる心筋梗塞などの心血管系疾患

の合併が、抗TNF製剤投与によって予防できる可能性も示されているのとは対照的に、わが国においては乾癬の効

能で承認された抗TNF製剤はありません。皮膚科領域では初めての生物学的製剤という背景もあり、承認に向けて

は十分な審議をお願いしたいところですが、遺憾なことに、わが国でアダリムマブとインフリキシマブの両剤を

含む抗TNF製剤が審議される分野は承認までの手続きに大変時間がかかり、わが国の患者さんが大きな不利益を被

る可能性が指摘されています。従いまして、わが国でも欧米と同じ水準の治療が早期に導入できるよう、迅速か

つ十分なご審議を早期に開始していただくことを、ここにお願い申し上げる次第です。



4

署名と共に寄せられた患者手記の一部

●私は今19歳で、高校生の時から尋常性乾癬という病気です。この病気は慢性のもので完治はたいへん難しいと

のこと。この歳で乾癬になると、仕事も恋愛もまったく自由にできないです。それに、私と同じ思いをしてる人

がいると思うと悲しくなります。家族以外の人にはまだ打ち明けていないです。友人に話したら、みんな離れて

いくんじゃないかと思うと怖いんです。なるべく前向きに考えるようにしても、ずっと治らないんだと思うと涙

が止まらなくなります。それでも友達の前では弱みを見せずに元気に振る舞わなきゃいけないと必死になってる

自分がいて、いつまで続けられるか心配です。この署名活動は私達の希望です。ちょっとの可能性でも、希望を

持てることはそれだけで幸せを感じることができます。それがどれだけ先でも。今はとにかく、署名活動を始め

てくださっている方々への感謝の気持ちでいっぱいです。この署名で、たった一人だけでも、欠片でも苦しみか

ら解放される人がいたなら、たまらなく嬉しいです。

●毎日、本当に苦しんでいます。出口が見えません。光が見えません。

●精神的にも体力的にも金銭的にも、とてもつらい毎日です。可能性が少しでもあるなら、とにかく早く認可し

てもらいたいです。よろしくお願いします。

●乾癬患って20年になる39歳の独身男です。高校を卒業し就職してから発病しました。病院を変える度に悪化し

て対処療法はもう嫌になり、今だ治らず仕舞いです。人生も半分諦めてます。一瞬の光がある完治療法あれば早

くに開始したいです。

●私自体15年近く悩み苦しんでいます。精神的にもまいってますしお金も非常にかかりほんと神様がいるのでし

たら何とかならないものかと・・・・・・お願いです。助けてください。

●仕事も恋愛もまったく自由にできず青春が終わりました。私と同じ思いをしている人がたくさんいると思うと

悲しくなります。

●病気に国境はありません。治療にも国境はあってはなりません。

●私は、10年間乾癬で悩んでいます。皮膚科でもらう塗り薬を使用していますが､一時は少しよくなるもののま

た元に戻るか少し広がってきます。長年乾癬と付き合って行くと少しあきらめも出てきてしまいます。画期的効

果のある新薬が認可されれば、非常にうれしい事です｡

●乾鮮にかかってから今年で35年になります。35年も乾鮮と付き合っていると完治は無理だと諦めていました。

今回の治療薬に最後の望みを託したく、是非とも早く使用出来る様に許可をお願いします。

●生物学的製剤のことは知っていました。私自身30年近くこの病気と付き合っています。どれほどこの病気の為

に消極的な人生を送ってきたかわかりません。一日も早く承認されることを強く希望します。

●かれこれ20年近く付き合ってきました。（現在47歳）その間内服・紫外線治療も受けましたが効果が現われず

現在は、外用ステロイドによる治療に頼るのみです。次第に悪化するばかりで、現在は掻痒感から睡眠も充分取

れない状況です。効果のある薬があれば取りに行きたい心境です。

●乾癬歴35年です。重症化はここ5年。関節症も出ており、新薬に期待しております。早期承認の要請を致しま

す。

★今回署名用紙と同時に全国各地から寄せられた患者の声が提出されましたが、その内容の一部です。
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●私は尋常性乾癬と診断され23年になります。幸いステロイド外用剤のみでコントロールができていて軽い方だ

と思いますが、根本的な治療法のない現在ではいつ症状が悪化するかと常々不安がつきまとっています。生物学

的製剤の早期承認をお願いします。

●乾癬先進国のアメリカで承認されているこの薬を、出来るだけ早く承認お願いします。長年この病気で苦しん

でいる患者に、未来の道筋をお願いします。重症になり、手遅れになる事だけは避けたいと切に願います。３０

年来医学の発達で色々な治療方法が開発されていますが、副作用などで、残念ながら効果的な治療には至ってい

ません。しかし、病気はどんどん重症になっていきます。世間の偏見に打ち勝つには、あまりにも酷で辛いです。

この現実を世間に人に知ってもらいたいなどの甘い感情などとっくの昔に消えました。沢山の患者やその家族が

います。どうか宜しくお願いします。

●私は今年60歳になります。24歳で発症し、ありとあらゆる治療法を行ってきました。どの治療法もはじめは劇

的にききますがすぐに体が慣れてしまいます。新しい治療法、新薬の登場を切望しています。

●扁桃腺切除や漢方・光線療法などたくさんの治療をしながら、15年間、乾癬と付き合ってきました。昨年関節

炎を発症し、今、ネオーラル服用で様子みていますが治療について日々悩んでいます。一日も早く認可される事

を願います。

●私は乾癬に罹患して42年になります。現在は中程度ですが、一日も早く新薬が認可されれば幸いです。どうぞ

宜しくお願い致します。

●乾癬歴25年です。全快はしないと言われ、病院通いが続いております。現状より効果的な薬が出るならば、希

望が持てますので宜しくお願い致します。

●ぜひ早い承認を。乾癬をわずらって約30年です。

●乾癬にかかって30年以上経ちます。ずっと新しい治療薬が出ることを信じて頑張ってきました。私たちは生物

学的製剤にとても希望を持っています。どうか一日も早く治療薬として承認していただきますようお願いいたし

ます。

●お願いです！早く認可して下さい。夏になるまでに！半袖が着たい。ただそれだけです。本当にお願いします。

お願いです。

●私が乾癬になったのは、まだ小学生だった時それから 20年以上たった今も状況は変わらず諦めていました。

より良い薬が使えるようになる事は 希望の光ですね。とくに子供達の為に･･･私は小学生の時からなので 学生

時代の事を思い出すと強くそう思います。地獄の毎日でしたので。

●私は長年乾癬に悩まされてます。この病気で12年勤めていた会社を解雇され、正職につけないまま５年が過ぎ

ました。今の夢は温泉に入る事です。１日でも早く承認されることを願ってます。

●娘39歳、息子36歳、そして、 私65歳、 家族で3人が長年乾癬に苦しんでいます。紫外線治療、免疫抑制剤な

どの治療を長年しましたが効果はなく年々症状がひどくなり外を歩くこともできません。死を考えるほど苦しん

でいます。私（母）だけは、元気でがんばっています。中年の子供達だけが外にも出れずに、ひきこもっていて

情けないです。本当に死にたい気持ちです。

(他にもたくさんの手記が提出されたのですが、紙面の関係上その一部のみ掲載させて頂きました）



6

★署名活動や署名提出集会はマスコミ各社にも報道されました。その記事を紹介します。

(※2/20 中日新聞の記事より）

会員の皆様にお願い＝引き続き署名にご協力下さい！！
署名は引き続き行っております。第２次集約を行い、更に厚労省へ提出予定です。今回会報に３枚同封しておりま

すので、是非ご提出下さい(会の財政状況が厳しいので、大変申し訳ありませんが、郵送費用は自己負担でお願い致し

ます）。
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(※3/23 産経新聞ＷＥＢの記事より）

署名提出の様子

署名用紙を持参して全国から終結 症状を直接実際に訴え

東京逓信病院 江藤先生からも説明 みんなの思いを提出



皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
平
成
四
年
か

ら
去
年
ま
で
滋
賀
医
科
大
学
で
勤
め
て
お

り
ま
し
て
、
た
く
さ
ん
の
乾
癬
の
患
者
さ

ん
と
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
で
も
私
の
医
院
に
来
て
い
た
だ
い

て
い
る
患
者
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

し
、
引
き
続
い
て
大
学
で
診
察
を
受
け
て

い
た
だ
い
て
い
る
患
者
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
な
か
な
か
治
ら
な
い
病
気
で
、

今
の
新
し
い
お
薬
が
出
て
も
根
本
的
に
治

る
と
は
な
か
な
か
い
か
な
い
と
い
う
事
で
、

そ
れ
な
ら
ば
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く
し

か
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
比
較
的
症
状

が
軽
く
て
何
と
か
日
常
生
活
に
支
障
の
な

い
程
度
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
ボ
ロ
ボ
ロ
と
ひ
ど
く
な
っ
て
皮
が

め
く
れ
た
り
、
皮
膚
が
痛
ん
だ
り
す
る
と

い
う
状
態
で
は
う
ま
く
付
き
合
え
る
状
態

で
は
な
い
の
で
す
し
、
そ
う
い
う
時
に
は

適
切
な
治
療
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て

ご
自
分
で
も
日
頃
か
ら
生
活
に
注
意
し
て

い
た
だ
き
、
ひ
ど
く
な
ら
な
い
よ
う
に
心

が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
を
診
さ
せ
て
も
ら
っ

て
、
私
は
か
ね
が
ね
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
と
は

今
日
は
先
ほ
ど
の
高
橋
先
生
か
ら
最
先

端
の
治
療
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

私
は
も
う
少
し
ま
っ
た
り
と
し
た
話
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
、
こ
の
「
ホ
メ
オ
ス

タ
ー
シ
ス
か
ら
見
た
乾
癬
」
と
い
う
題
に

し
ま
し
た
。
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
と
い
う

の
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
「
ホ
メ
オ
」
と
は

「
恒
常
」
、
「
ス
タ
ー
シ
ス
」
と
い
う
の

は
「
状
態
」
と
い
う
意
味
で
す
の
で
、
生

体
の
恒
常
性
を
維
持
す
る
力
、
言
い
換
え

れ
ば
私
達
の
身
体
に
備
わ
っ
て
い
る
自
然

治
癒
力
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

よ
く
元
気
だ
と
か
病
気
だ
と
か
言
い
ま

す
が
、
こ
の
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
の
観
点

か
ら
言
い
ま
す
と
、
「
元
気
」
と
い
う
の

は
、
自
然
治
癒
力
で
あ
る
ホ
メ
オ
ス
タ
ー

シ
ス
が
正
常
に
働
き
、
身
体
の
生
理
機
能

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
働
い
て
い
る
状
態
と
言

え
ま
す
し
、
「
病
気
」
と
い
う
の
は
身
体

の
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
、
す
な
わ
ち
生
理

機
能
が
崩
れ
た
状
態
と
言
え
ま
す
。
病
気

が
癒
え
る
、
病
気
が
治
る
と
い
う
の
は
、

身
体
の
生
理
機
能
が
バ
ラ
ン
よ
く
働
く
状

態
に
戻
る
と
い
う
事
で
す
。
と
こ
ろ
が
乾

癬
と
い
う
の
は
、
こ
れ
か
ら
お
話
し
ま
す

よ
う
に
、
な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い
で

す
の
で
、
患
者
さ
ん
の
精
神
的
あ
る
い
は

身
体
的
な
負
担
が
大
き
い
で
す
。

◆
身
体
は
常
に
変
わ
っ
て
い
る

身
体
が
元
気
だ
と
か
病
気
だ
と
か
い
う

事
を
考
え
る
上
で
、
お
互
い
の
思
い
が
通

8

乾
癬
学
習
会in

大
津

医
療
講
演
よ
り

「
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
か
ら
見
た
乾
癬
」

＝
良
く
す
る
要
因
と
悪
く
す
る
要
因
＝
」

だ
ん
の
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

段
野
貴
一
郎

段野貴一郎先生



じ
な
い
と
い
う
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
事

が
一
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
身
体
は
常
に

変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。
こ
れ
は

ど
う
い
う
事
か
と
い
う
と
、
私
達
の
身
体

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
建
物
の
よ
う
な
頑

丈
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
で
す
。
一

度
完
成
し
た
ら
、
ず
っ
と
そ
の
ま
ま
の
姿

で
有
り
続
け
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の

で
、
診
察
に
来
ら
れ
て
、
「
ど
う
し
て
私

は
こ
ん
な
事
に
な
っ
た
の
か
」
と
お
っ
し
ゃ

ら
れ
ま
す
。
私
達
は
普
通
に
元
気
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
と
、
そ
の
同
じ
状
態
が
ず
っ

と
続
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す

が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
の
身

体
は
毎
日
毎
日
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
認
識
を
つ
い
つ
い
忘
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
私
達
の
身
体
は
、
休
み
な
く
身
体
の

部
品
（
肝
臓
や
皮
膚
な
ど
の
臓
器
）
を
作

り
変
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
毎
日
違
い
ま

す
。
各
臓
器
に
お
い
て
、
臓
器
を
構
成
し

て
い
る
細
胞
は
壊
れ
、
ま
た
新
し
く
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
体
は
昨
日
の
体
で

は
な
い
で
す
し
、
明
日
の
私
は
ま
た
違
う

と
い
う
事
で
す
。
そ
の
為
に
私
達
は
毎
日

毎
日
食
事
を
し
、
食
物
か
ら
身
体
の
代
謝

に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
摂
っ
て
生
活
し

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
食
べ
る
も
の
と
い
う

の
は
、
私
達
の
身
体
の
構
成
要
素
に
非
常

に
大
き
く
作
用
す
る
と
い
う
事
で
す
。

◆
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
は
具
体
的
に
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
は

ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
は
骨
。
骨
は
頑
丈
な
組
織
で
す
の

で
死
ぬ
ま
で
一
緒
で
は
な
い
の
か
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
骨
に
も
や
は

り
骨
を
壊
し
て
い
く
「
破
骨
細
胞
」
と
い

う
も
の
と
、
毎
日
骨
を
作
っ
て
い
る
「
骨

芽
細
胞
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
保
た
れ
て
い
る
か
ど

う
か
で
す
。
一
見
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
建

物
の
よ
う
に
ず
っ
と
一
緒
の
よ
う
で
す
が
、

だ
い
た
い
三
ヶ
月
位
の
周
期
で
新
し
く
作

り
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
三
ヶ
月

経
て
ば
、
三
ヶ
月
前
の
骨
と
は
も
う
違
い

ま
す
。

で
は
血
糖
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
血
糖

は
血
糖
値
が
上
が
っ
た
と
か
、
糖
尿
だ
と

か
話
し
た
り
し
ま
す
が
、
こ
れ
も
血
糖
を

上
げ
る
内
分
泌
ホ
ル
モ
ン
と
血
糖
を
下
げ

る
内
分
泌
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
血
糖
を
上
げ
る
ホ
ル
モ
ン
と

い
う
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
下

げ
る
ホ
ル
モ
ン
と
い
う
の
は
イ
ン
シ
ュ
リ

ン
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
糖
尿
病
と

い
う
病
気
が
な
か
な
か
治
り
に
く
い
の
で

す
ね
。
人
が
生
物
・
動
物
と
し
て
発
生
し

て
い
っ
て
、
人
間
と
し
て
地
球
上
に
生
ま

れ
て
こ
の
か
た
、
常
に
飢
餓
状
態
で
、
血

糖
を
上
げ
る
必
要
は
あ
っ
て
も
、
血
糖
を

下
げ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
現
代
飽
食
の
時
代
な
ど
と
言
わ
れ

て
い
て
、
糖
尿
病
が
増
え
て
き
た
と
い
う

わ
け
で
す
。

次
に
皮
膚
は
、
ご
存
じ
の
通
り
「
皮
膚

を
作
る
細
胞
」
と
「
皮
膚
か
ら
は
が
れ
る

細
胞
」
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
骨
よ
り
も
周

期
が
早
く
て
だ
い
た
い
一
ヶ
月
位
で
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
皮
膚
は
表

皮
と
真
皮
の
二
つ
の
細
胞
か
ら
出
来
て
い

ま
す
。
真
皮
の
下
は
皮
下
組
織
で
す
。
こ

の
表
皮
と
い
う
と
こ
ろ
が
乾
癬
で
は
悪
く

な
る
と
い
う
説
が
ご
ざ
い
ま
す
。
表
皮
の

一
番
下
の
基
底
層
で
作
ら
れ
た
細
胞
は
新

陳
代
謝
を
し
て
角
質
層
と
な
っ
て
や
が
て

は
が
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
ゆ
っ
く
り

と
タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
の
で
、
健

常
な
人
は
皮
膚
が
は
が
れ
て
い
く
と
い
う

現
象
を
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
け
れ
ど
も
、

乾
癬
の
よ
う
に
タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー
が
非
常

に
早
い
場
合
で
す
と
、
ど
ん
ど
ん
角
質
が

9



は
が
れ
て
い
く
と
い
う
現
象
が
顕
著
に
現

れ
ま
す
。

若
い
う
ち
は
、
皮
膚
が
傷
つ
い
て
も
皮

膚
を
作
る
細
胞
が
非
常
に
活
性
で
す
の
で
、

す
ぐ
に
修
復
さ
れ
ま
す
が
、
年
と
と
も
に
、

ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
の
力
が
衰
え
る
と
、

皮
膚
が
弱
く
な
り
、
傷
も
治
り
に
く
く
な

り
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
長
期
間
使
っ

て
い
る
と
、
皮
膚
が
薄
く
な
っ
て
内
出
血

し
た
り
、
紫
斑
が
出
た
り
す
る
事
が
あ
り

ま
す
。
若
い
内
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
で
す
が
、
年
と
と
も
に
皮
膚
が

弱
く
な
っ
て
治
り
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、

そ
こ
に
さ
ら
に
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
塗
る
事

に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
皮
膚
を
悪
化
さ
せ
て

し
ま
う
の
で
す
。

◆
乾
癬
の
起
こ
り

で
は
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
の
観
点
か
ら

乾
癬
の
起
こ
り
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
乾

癬
の
場
合
は
も
と
も
と
皮
膚
の
生
理
機
能

の
乱
れ
（
素
因
）
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
生
理
機
能
の
乱
れ
と
い
う
も
の
は
、

タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー
の
亢
進
が
あ
り
、
皮
膚

が
ど
ん
ど
ん
剥
が
れ
落
ち
る
こ
と
で
す
。

通
常
の
皮
膚
は
約
一
ヶ
月
、
乾
癬
の
皮
膚

は
早
い
と
五
～
六
日
で
タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー

し
ま
す
。

乾
癬
は
外
か
ら
の
損
傷
に
非
常
に
過
敏

で
す
。
こ
こ
で
い
う
損
傷
と
い
う
の
は
、

手
術
で
つ
い
た
傷
な
ど
以
外
に
も
引
っ
掻

き
傷
も
含
め
て
で
す
。
乾
癬
は
傷
を
治
す

力
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
普
通
は

皮
膚
に
傷
が
つ
く
と
、
か
さ
ぶ
た
に
な
っ

て
傷
が
癒
え
ま
す
。
傷
が
癒
え
た
ら
治
癒

す
る
力
を
止
め
る
事
が
で
き
ま
す
。
と
こ

ろ
が
乾
癬
の
場
合
は
、
傷
を
治
す
力
（
創

傷
治
癒
力
）
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い

う
異
常
が
乾
癬
を
更
に
悪
く
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
体
質
と
し
て
遺
伝
的
な
素
因

と
し
て
持
っ
て
い
る
皮
膚
の
生
理
機
能
の

異
常
と
い
う
の
は
、
身
体
の
異
常
か
ら
き

て
い
ま
す
。
身
体
の
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス

を
維
持
し
て
い
る
私
達
の
身
体
は
、
正
し

い
免
疫
機
能
が
働
い
て
い
る
と
身
体
を
外

か
ら
の
攻
撃
か
ら
守
っ
て
く
れ
ま
す
が
、

乾
癬
は
免
疫
バ
ラ
ン
ス
が
狂
っ
て
い
る
の

で
、
悪
化
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
も
や
は
り
身
体
の
ホ
メ
オ
ス
タ
ー

シ
ス
を
崩
し
ま
す
。
仕
事
が
忙
し
く
な
る
、

ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
、
睡
眠
不
足
が
続
く
、

乾
癬
が
悪
く
な
る
、
と
い
う
事
に
な
り
ま

す
。
食
生
活
も
再
度
見
直
し
て
み
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
、
今
日

は
そ
の
お
話
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
乾
癬
に
か
か
わ
る
生
活
習
慣

乾
癬
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
皮

膚
科
治
療
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
先
ほ

ど
高
橋
先
生
が
総
括
し
て
説
明
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
、
医
学
的
な
治
療
に
関
し
て

は
説
明
し
ま
せ
ん
。
次
に
日
常
生
活
に
配

慮
し
て
、
皮
膚
の
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
・

身
体
の
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
を
維
持
す
る
、

あ
る
い
は
理
想
的
に
は
取
り
戻
し
て
乾
癬

を
良
く
す
る
。
何
と
か
日
常
生
活
で
支
障

が
な
い
程
度
の
状
態
を
維
持
す
る
と
い
う

と
こ
ろ
を
目
標
に
お
く
と
い
う
事
で
す
。

①
食
生
活

食
生
活
で
す
が
、
乾
癬
は
戦
後
間
も
な

い
頃
は
大
学
病
院
で
も
乾
癬
の
患
者
さ
ん

が
い
た
ら
皆
で
集
ま
っ
て
こ
れ
が
乾
癬
と

い
う
病
気
だ
と
言
っ
て
診
さ
せ
て
も
ら
っ

た
と
私
の
先
輩
の
教
授
も
言
っ
て
い
た
位

で
す
か
ら
、
乾
癬
は
珍
し
い
病
気
で
し
た
。

私
が
大
学
を
卒
業
す
る
頃
に
も
そ
ん
な
に

乾
癬
と
い
う
病
気
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

珍
し
い
病
気
と
い
う
位
置
づ
け
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
新
聞
で
も
、
紙
面
に

乾
癬
の
文
字
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
食
事
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
事
は
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
一
時
は
脂
肪
の
代
謝
改
善
薬

が
乾
癬
に
効
く
の
で
は
な
い
か
と
色
々
と
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試
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
結
局
は
っ

き
り
と
し
た
治
療
成
績
が
出
な
か
っ
た
の

で
、
最
近
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
食
べ
も

の
に
対
す
る
関
心
が
薄
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
や
は
り
乾
癬
の
増
え
て
き
た
背

景
と
し
て
食
生
活
に
見
逃
せ
な
い
も
の
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
最
近
感
じ

て
い
ま
す
。
地
産
地
消
が
叫
ば
れ
て
い
る

よ
う
に
、
欧
米
型
の
高
脂
肪
、
高
カ
ロ
リ
ー

な
食
事
よ
り
も
、
私
達
が
慣
れ
親
し
ん
で

き
た
食
べ
物
が
健
康
に
も
良
い
し
、
乾
癬

に
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
達
の
身
体
は
毎
日
食
べ
る
も
の
に

よ
っ
て
様
々
な
影
響
を
受
け
ま
す
。
私
達

日
本
人
の
身
体
に
は
、
自
分
た
ち
の
土
地

で
と
れ
た
食
べ
物
が
一
番
合
う
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
乾
癬
は
難
治
性
の
病

気
で
、
残
念
な
が
ら
現
代
の
医
学
で
は
ま

だ
ま
だ
解
明
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
治
療
に

お
い
て
も
今
は
ま
だ
治
せ
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
今
後
と
も
乾
癬
の
研
究
を
食
生
活
を
含

め
多
角
的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
飲
酒
と
喫
煙

数
は
あ
ま
り
多
く
な
い
の
で
す
が
色
々

な
学
術
論
文
を
見
ま
す
と
、
お
酒
が
乾
癬

の
重
症
化
に
影
響
し
た
り
、
多
飲
酒
は
治

療
抵
抗
性
（
治
療
が
な
か
な
か
効
き
に
く

い
）
の
要
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙

は
最
近
色
々
と
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

乾
癬
に
お
い
て
も
発
症
の
危
険
因
子
（
発

症
を
促
す
よ
く
な
い
因
子
）
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

③
睡
眠
（
安
眠
を
誘
う
方
法
）

睡
眠
で
す
が
、
今
睡
眠
が
と
て
も
話
題

に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
私
達
の
生
活
リ
ズ

ム
を
た
だ
す
た
め
に
は
、
質
の
良
い
睡
眠

が
鍵
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
睡
眠
外
来

も
出
来
て
い
ま
す
し
、
滋
賀
医
科
大
学
で

も
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
睡
眠
は
皮
膚
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ

て
安
眠
を
誘
う
か
と
い
う
事
で
す
が
、
色
々

と
自
分
で
考
え
て
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
よ
う

と
い
う
事
で
実
際
に
私
は
し
て
い
ま
す
。

十
五
分
く
ら
い
の
ビ
デ
オ
が
あ
り
ま
し
て
、

初
め
は
そ
れ
を
見
な
が
ら
し
て
い
た
の
で

す
が
、
今
は
ビ
デ
オ
を
見
な
く
て
も
あ
る

程
度
自
分
で
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
ん
ま
り
や
ろ
う
や
ろ
う
と
思
う
と
、
ス

ト
レ
ス
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
ダ
メ
で
す
。

あ
ま
り
キ
チ
キ
チ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

疲
れ
た
時
に
は
ス
ッ
と
寝
る
し
、
少
し
余

裕
が
あ
る
時
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
す
。

入
浴
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と
い
う
の
も

大
変
大
事
で
、
お
風
呂
に
入
っ
て
身
体
が

暖
ま
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
少
し
身
体
が

冷
え
て
き
た
時
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な

の
で
す
。
だ
か
ら
入
浴
し
て
す
ぐ
に
寝
る

の
は
良
く
な
い
の
で
、
寝
る
三
十
分
～
二

時
間
前
に
入
浴
し
て
、
そ
の
後
少
し
身
体

が
冷
え
る
、
夏
場
だ
と
汗
が
引
い
た
頃
、

そ
う
い
う
時
に
寝
る
と
良
い
で
す
ね
。

光
の
工
夫
で
す
が
、
こ
れ
は
私
が
考
え

出
し
た
事
で
は
な
く
、
一
般
の
色
々
な
啓

蒙
書
に
も
あ
り
ま
す
。
朝
は
明
る
い
光
に

当
た
っ
て
眼
を
覚
ま
す
。
夜
は
い
つ
ま
で

も
煌
煌
と
し
た
明
か
り
を
つ
け
て
、
テ
レ

ビ
を
見
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
し
た
り
し
な

い
で
、
寝
る
前
に
は
光
の
照
度
を
少
し
暗

く
し
、
精
神
的
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。
夜
遅
く
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
見
た
り
し
て
い
る
と
、
な
か
な
か
寝

付
け
な
い
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
少
し

暗
め
の
照
明
に
し
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

眠
る
と
い
い
で
す
ね
。

④
疲
れ
・
ス
ト
レ
ス

疲
れ
、
ス
ト
レ
ス
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

病
院
に
行
く
と
、
「
ス
ト
レ
ス
じ
ゃ
な
い

で
す
か
？
」
と
言
わ
れ
る
と
、
「
で
も
私

は
ス
ト
レ
ス
も
受
け
て
な
い
し
疲
れ
る
事

も
何
も
し
て
な
い
」
と
皆
さ
ん
言
わ
れ
ま

す
。
お
医
者
さ
ん
も
原
因
が
わ
か
ら
な
く

て
困
っ
た
な
と
思
っ
た
時
に
ス
ト
レ
ス
と

い
う
時
が
あ
る
の
で
す
が
、
患
者
さ
ん
に
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そ
う
切
り
返
さ
れ
ま
す
と
、
私
も
困
っ
て

し
ま
い
ま
し
て
ね
（
笑
）
こ
の
ス
ラ
イ
ド

に
あ
る
、
達
成
感
の
あ
る
疲
れ
・
ス
ト
レ

ス
は
よ
い
ス
ト
レ
ス
と
い
う
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。
逆
に
職
場
で
の
人
間
関
係
の
悩

み
な
ど
恒
常
的
に
続
く
悪
い
ス
ト
レ
ス
は

良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
皮
膚
に
病
気
が
出
る

と
非
常
に
精
神
的
苦
痛
を
伴
っ
て
外
来
を

訪
れ
る
患
者
さ
ん
が
多
い
の
で
、
精
神
的

な
悩
み
は
よ
く
聞
き
ま
す
。
「
ス
ト
レ
ス
、

悪
化
、
ス
ト
レ
ス
」
と
い
う
悪
循
環
に
な

る
わ
け
で
す
。
で
は
良
い
方
法
が
あ
る
の

か
と
い
う
と
な
か
な
か
な
い
の
が
現
状
で

す
。
医
師
と
し
て
は
、
皮
膚
を
良
く
す
る

助
け
と
な
っ
て
あ
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
入
浴

今
日
は
私
の
話
を
期
待
し
て
来
ら
れ
た

方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
解
答
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
常
々
外
来
で
お
話
し

て
い
る
よ
う
な
事
を
ご
紹
介
し
て
い
る
わ

け
で
す
が
、
入
浴
と
い
う
の
は
先
ほ
ど
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
に
も
出
て
き
て
非
常
に
重
要

な
事
で
す
。
日
本
人
は
大
変
お
風
呂
が
好

き
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
毎
日
入
浴
す
る

習
慣
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
に
、

ぬ
る
め
の
お
湯
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
書
い
て

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
最
近
果
た
し
て
そ

う
な
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
だ
し
ま
し
た
。

痒
み
が
あ
る
と
、
熱
い
お
風
呂
は
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
は
ゆ
で
タ

コ
に
な
っ
て
い
る
絵
が
書
い
て
あ
っ
て
、

ど
れ
く
ら
い
の
お
風
呂
に
入
っ
た
ら
こ
ん

な
風
に
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
（
笑
）
外
来

で
よ
く
お
話
す
る
の
で
す
が
、
最
近
寒
い

で
す
か
ら
四
十
度
く
ら
い
の
ぬ
る
め
の
お

湯
に
入
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
言
わ
れ
て
も
、

お
風
呂
か
ら
出
た
ら
身
体
が
冷
え
て
風
邪

を
引
き
そ
う
に
な
り
ま
す
。
初
め
は
ぬ
る

め
で
も
出
る
前
に
は
四
十
二
度
く
ら
い
に

少
し
温
度
を
上
げ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

ぬ
る
め
の
お
湯
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
い
う
と

半
身
浴
で
ゆ
っ
く
り
と
い
う
意
味
で
す
が
、

出
る
前
は
少
し
温
度
を
上
げ
て
温
ま
り
、

お
風
呂
か
ら
上
が
っ
て
汗
が
ひ
く
、
身
体

が
少
し
冷
え
て
く
る
時
に
何
と
な
く
精
神

的
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
の
で
は
な
い
か

な
と
最
近
思
っ
て
い
ま
す
。
清
潔
を
保
つ

と
い
う
事
は
色
々
な
皮
膚
病
に
対
し
て
非

常
に
大
事
で
す
。
何
故
な
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
昔
は
石
け
ん
を
使
っ
て
は
い
け
な

い
と
言
わ
れ
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
子
供

が
皮
膚
病
に
な
る
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
石

け
ん
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
っ
て
使

わ
せ
な
い
と
言
っ
て
く
る
お
嫁
さ
ん
も
い

ま
し
た
。
き
ち
ん
と
石
け
ん
を
使
っ
て
清

潔
に
し
て
も
ら
う
と
、
何
も
強
い
薬
を
使

わ
な
く
て
も
綺
麗
に
な
る
と
い
う
の
が
皮

膚
科
の
常
識
で
す
。

熱
い
お
湯
に
入
っ
て
ガ
リ
ガ
リ
擦
っ
て
、

乾
癬
の
鱗
屑
を
落
と
し
た
り
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
こ
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
タ
ワ
シ
が
描

い
て
あ
り
極
端
な
例
で
す
が
、
鱗
屑
を
少

し
で
も
落
と
そ
う
と
し
て
ガ
リ
ガ
リ
と
擦
っ

た
り
す
る
と
、
ケ
ブ
ネ
ル
現
象
を
お
こ
し

ま
す
。
乾
癬
は
皮
膚
に
傷
を
つ
け
る
と
、

傷
を
治
す
と
こ
ろ
で
止
ま
っ
て
く
れ
れ
ば

よ
い
の
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
タ
ー
ン
オ
ー

バ
ー
が
亢
進
し
て
逆
に
乾
癬
が
悪
く
な
り

ま
す
。
私
は
鱗
屑
を
落
と
し
て
は
い
け
な

い
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
や
っ
ぱ
り
鱗

屑
は
気
に
な
り
ま
す
し
ね
。
鱗
屑
を
落
と

し
て
軟
膏
を
塗
る
と
、
鱗
屑
の
上
か
ら
軟

膏
を
塗
る
よ
り
も
は
る
か
に
吸
収
率
が
良

い
の
で
、
あ
る
程
度
は
落
と
し
て
下
さ
い
。

痒
み
も
あ
る
の
で
ガ
リ
ガ
リ
擦
り
が
ち
で

す
が
、
あ
る
程
度
や
さ
し
く
落
と
す
の
が

良
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
風
邪
に
注
意

普
段
か
ら
患
者
さ
ん
を
み
て
い
ま
す
と
、

上
気
道
炎
（
い
わ
ゆ
る
風
邪
）
・
扁
桃
炎

で
悪
化
す
る
人
が
い
ま
す
。
悪
い
時
だ
け

来
ら
れ
る
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
良
く
な
っ
て
も
維
持
す
る
の
が
大
事
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で
す
よ
と
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
す

が
、
働
き
盛
り
の
方
も
多
い
で
す
し
、
な

か
な
か
受
診
の
都
合
も
つ
け
に
く
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
イ
ラ
ス
ト
に
は
早
め
の

休
養
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
と

り
に
く
い
で
す
ね
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方

は
帰
っ
て
来
る
の
も
遅
い
で
す
し
、
そ
う

い
う
方
に
早
め
に
休
養
を
と
り
な
さ
い
と

言
っ
て
も
な
か
な
か
出
来
な
い
の
で
、
私

は
早
め
に
抗
菌
薬
の
飲
み
薬
を
飲
ま
れ
る

と
い
い
で
す
よ
と
言
い
ま
す
。
風
邪
を
引

く
と
乾
癬
が
悪
く
な
る
方
に
は
予
備
の
抗

菌
薬
を
お
渡
し
し
て
い
る
患
者
さ
ん
も
い

て
、
風
邪
か
な
と
思
っ
た
ら
早
め
に
飲
ん

で
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

溶
連
菌
な
ど
が
直
接
は
原
因
に
な
っ
て
い

な
く
て
も
、
風
邪
の
時
に
は
入
浴
出
来
な

い
の
で
ど
う
し
て
も
垢
が
た
ま
っ
て
乾
癬

が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
も
あ
り

ま
す
。
塗
り
薬
を
塗
る
の
も
、
熱
が
あ
れ

ば
裸
に
な
る
の
も
し
ん
ど
い
し
塗
ら
な
い

事
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

⑦
掻
く
と
い
う
事

イ
ラ
ス
ト
に
掻
い
て
も
よ
い
と
書
い
て

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
逆
説
的
な
言
い
方

で
す
。
乾
癬
は
痒
い
人
も
多
い
で
す
。
ア

ト
ピ
ー
の
患
者
さ
ん
で
も
そ
う
で
す
が
、

痒
い
の
に
掻
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
と
い
う

と
非
常
に
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
ま
す
。
私

も
乾
燥
肌
な
の
で
痒
い
事
が
あ
っ
て
、
や
っ

ぱ
り
痒
い
時
は
掻
い
た
方
が
気
持
ち
が
良

い
で
す
。
た
だ
、
傷
を
つ
け
る
と
い
う
事

が
一
番
悪
い
の
で
す
。
何
度
も
言
い
ま
す

が
、
乾
癬
の
方
は
皮
膚
に
傷
が
つ
く
と
悪

化
し
ま
す
し
、
乾
癬
の
出
来
て
い
な
い
場

所
で
も
掻
い
て
傷
を
つ
け
る
と
乾
癬
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
傷
は
つ
け

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
と
い
う

事
で
す
。
傷
を
つ
け
な
い
程
度
に
な
ら
掻

い
て
も
い
い
と
言
う
と
、
患
者
さ
ん
は
喜

び
ま
す
。
掻
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
と
い
う

の
は
、
痒
み
を
知
ら
な
い
人
な
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
紫
外
線
と
い
う
の
は
、

皆
さ
ん
も
お
気
づ
き
の
通
り
悪
化
因
子
で

も
あ
り
良
好
因
子
で
も
あ
り
ま
す
。
紫
外

線
は
治
療
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
て
、
波

長
を
選
択
し
て
使
え
る
紫
外
線
治
療
器
も

あ
り
大
き
な
病
院
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
紫
外
線
治
療
に
定
期
的

に
通
う
と
、
薬
を
塗
る
量
も
減
っ
て
良
い

の
で
す
が
、
逆
に
紫
外
線
に
当
た
る
と
悪

く
な
る
と
い
う
患
者
さ
ん
が
二
割
位
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

乾
癬
は
普
通
夏
は
良
く
な
り
冬
場
に
悪
く

な
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
事
は
な
い
と
い
う

患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
は
紫

外
線
治
療
を
す
る
と
良
く
な
る
ど
こ
ろ
か

と
て
も
悪
化
し
ま
す
。
ま
た
、
急
激
に
紫

外
線
を
受
け
る
事
に
よ
り
悪
化
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
紫
外
線
と
い
う
物
理
的
な

刺
激
で
皮
膚
が
傷
つ
き
悪
化
し
ま
す
。

◆
心
身
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く

最
後
に
、
最
近
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
と
は
ど
う
い
う
事
か
と
言
い
ま
す
と
、

辞
書
に
は
「
全
体
・
つ
な
が
り
・
バ
ラ
ン

ス
」
と
い
う
言
葉
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
ど
こ
か
ら
出
て
き
た
か
と
い
う
と
、

現
代
医
療
に
は
自
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
か

ら
で
す
。
治
せ
な
い
部
分
は
ど
う
し
て
も

あ
る
ん
だ
と
い
う
事
で
す
。
で
は
ど
う
す

る
か
と
い
う
と
、
乾
癬
は
進
行
性
の
病
気

で
は
な
い
の
で
、
皮
膚
の
症
状
だ
け
で
な

く
、
心
と
身
体
全
体
に
気
を
配
り
、
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
、
与
え
ら
れ
た
条
件
の
も
と

で
、
心
身
と
も
に
最
良
の
状
態
（
ホ
メ
オ

ス
タ
ー
シ
ス
）
を
保
つ
こ
と
で
す
。
与
え

ら
れ
た
条
件
と
い
う
の
は
、
綺
麗
な
状
態

に
戻
り
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
っ
て
も
治

療
に
は
限
界
が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
た

と
え
ば
、
透
析
患
者
さ
ん
が
、
腎
臓
を
悪

く
し
て
透
析
を
し
て
い
て
も
、
治
っ
て
透

析
を
し
な
く
て
よ
い
状
態
に
戻
る
と
い
う

の
は
無
理
な
事
で
す
。
そ
う
い
う
中
、
与

え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
心
身
と
も
に
最
良

の
状
態
を
保
つ
と
い
う
の
が
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
の
考
え
方
で
す
。

今
日
は
と
り
と
め
の
な
い
話
で
結
論
は

な
い
の
で
す
が
、
多
く
の
乾
癬
患
者
さ
ん

と
関
わ
る
中
で
感
じ
た
事
を
お
話
し
ま
し

た
。
医
学
書
を
読
ん
で
も
解
答
は
載
っ
て

い
ま
せ
ん
。
本
か
ら
の
知
識
も
大
切
で
す

が
、
直
接
患
者
さ
ん
か
ら
学
ぶ
事
も
多
く

あ
り
ま
す
。
私
は
多
く
の
乾
癬
患
者
さ
ん

を
診
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
そ

の
中
で
色
々
な
話
を
聞
い
て
患
者
さ
ん
と

一
緒
に
良
い
治
療
法
を
探
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
清
聴
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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東
山
、
「
司
会
の
日
生
病
院
東
山
で
す
。
」

山
下
、
「
同
じ
く
日
生
病
院
山
下
で
す
。
」

東
山
、
「
講
演
に
つ
い
て
の
質
問
か
ら
始

め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
ず
高
橋
先
生
の

講
演
に
対
す
る
質
問
に
つ
い
て
始
め
さ
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
、
高
橋
先
生
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
」

高
橋
、
「
高
橋
で
す
。
質
問
を
書
い
て
頂

い
て
い
ま
す
の
で
、
読
ん
で
か
ら
答
え
て

ゆ
き
ま
す
。

ま
ず
一
番
目
で
す
が
、
『
生
物
学
的
製

剤
を
使
っ
て
あ
る
程
度
良
く
な
っ
た
ら
、

基
本
の
塗
り
薬
を
利
用
し
て
生
物
学
的
製

剤
の
利
用
頻
度
を
抑
え
る
こ
と
は
出
来
ま

す
か
。
』

そ
れ
は
尤
も
な
こ
と
で
一
番
良
い
治
療

法
だ
と
思
い
ま
す
。
先
程
講
演
で
述
べ
ま

し
た
通
り
、
塗
り
薬
は
一
番
基
本
で
す
し
、

コ
ス
ト
も
安
く
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
ま
す
し
、
注
射
に
限
ら
ず
飲
み
薬
に
関

し
て
も
同
じ
で
す
が
、
悪
い
状
態
を
強
い

注
射
で
良
く
し
て
か
ら
も
高
い
お
金
を
払
っ

て
注
射
を
打
ち
続
け
る
の
で
は
な
く
、
酷

い
時
だ
け
使
う
と
い
う
治
療
法
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
二
週
間
に
一
回
使
い
続
け
る

の
で
は
な
く
悪
い
時
の
み
使
っ
て
、
そ
の

後
塗
り
薬
や
紫
外
線
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」

東
山
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次

の
質
問
を
お
願
い
し
ま
す
。
」

高
橋
、
「
『
今
後
乾
癬
の
基
本
的
な
治
療

薬
は
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
』

こ
れ
は
ま
だ
全
然
分
か
り
ま
せ
ん
。
出

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
の
と
こ

ろ
根
本
的
な
治
療
薬
に
つ
い
て
の
手
掛
か

り
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
天
才
的
な
人
も

い
ま
す
し
、
生
物
学
的
製
剤
な
ど
も
我
々

が
医
者
に
な
っ
た
頃
は
想
像
も
付
か
な
か
っ

た
薬
で
す
か
ら
、
い
つ
か
は
出
る
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
。

東
山
、
「
私
が
先
程
、
乾
癬
治
療
の
進
歩

と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
非
常
に
進
歩
し

て
い
ま
す
の
で
、
何
年
後
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
出
て
く
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
」

高
橋
、
「
『
生
物
学
的
製
剤
治
療
中
に
子

供
を
作
っ
て
も
問
題
な
い
の
で
し
ょ
う
か
』

今
日
お
話
し
し
ま
し
た
三
つ
の
薬
に
関

し
ま
し
て
は
、
ま
だ
承
認
に
な
っ
て
い
な

く
て
治
験
中
で
す
が
、
治
験
中
に
は
妊
娠

し
な
い
様
に
と
の
条
件
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
避
け
て
頂
い
て
い
ま
し
た
。
生
物
学

的
製
剤
は
基
本
的
に
は
忍
容
性
が
あ
り
問

題
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
慢
性

関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
に
使
わ
れ
て
い
る
レ
ミ

ケ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
治
療
中
に
妊
娠
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
三
つ
め

の
薬
に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ
で
も
ま
だ
デ
ー

タ
が
出
て
い
ま
せ
ん
。
科
学
的
に
考
え
れ

ば
、
そ
れ
程
問
題
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
。
」

東
山
、
「
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

高
橋
、
「
『
生
物
学
的
製
剤
は
ど
こ
で
治

療
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
。
具
体
的
に
神
戸

で
も
受
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
』

三
つ
共
治
験
の
エ
ン
ト
リ
ー
は
終
了
し

て
い
ま
す
の
で
、
新
た
に
治
験
に
入
る
こ

と
は
残
念
な
が
ら
出
来
ま
せ
ん
。
レ
ミ
ケ
ー

ド
と
ヒ
ュ
ミ
ラ
の
時
に
は
非
常
に
効
く
と

の
話
が
患
者
会
で
出
た
り
、
待
合
室
の
患

者
さ
ん
同
士
の
話
し
が
あ
っ
た
り
し
ま
し

た
の
で
、
三
つ
目
の
薬
の
治
験
の
時
に
は

皆
さ
ん
非
常
に
協
力
的
に
参
加
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
患
者
さ
ん

が
集
ま
っ
て
す
ぐ
締
め
切
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
日
本
の
治
験
と
し
て
は
異
例
な

位
、
患
者
さ
ん
が
早
く
集
ま
り
ま
し
た
。

今
は
日
本
中
ど
こ
も
新
た
な
エ
ン
ト
リ
ー

は
出
来
な
い
状
態
で
す
。
来
年
の
春
か
秋

に
は
ど
っ
ち
か
の
薬
が
承
認
さ
れ
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
の
で
す
が
、
そ
れ
迄
は
使

え
ま
せ
ん
。
も
の
す
ご
く
お
金
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
や
ハ
ワ
イ
に
行
っ

て
治
療
を
受
け
る
と
い
う
可
能
性
は
あ
り

ま
す
が
。
日
本
で
は
残
念
な
が
ら
、
承
認

に
な
る
迄
正
式
に
は
使
え
ま
せ
ん
。
承
認

に
な
れ
ば
神
戸
で
も
ど
こ
で
も
使
え
ま
す

が
、
最
初
は
結
核
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が

あ
る
の
で
最
初
の
段
階
で
は
ど
こ
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
も
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
る
程
度
大
き
な
内

科
の
あ
る
施
設
で
あ
れ
ば
可
能
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
」

東
山
、
「
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

高
橋
、
「
最
後
の
質
問
で
す
。
『
乾
癬
治

療
に
於
い
て
ど
の
程
度
の
段
階
で
ど
の
様

な
治
療
が
適
切
な
の
か
、
説
明
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
』
と
い
う
、
根
源
的
な
質
問

で
す
。
塗
り
薬
で
す
と
か
飲
み
薬
で
す
と

か
紫
外
線
で
す
と
か
、
ど
の
段
階
で
ど
の

治
療
を
行
う
の
か
は
私
に
限
ら
ず
ど
の
先

生
も
同
じ
か
と
思
い
ま
す
が
先
生
お
願
い

し
ま
す
。
」

東
山
、
「
今
日
は
乾
癬
の
治
療
全
般
的
な

総
論
的
な
話
し
で
、
ど
の
様
な
時
に
光
線

や
外
用
療
法
・
内
服
を
す
る
か
と
の
話
し

を
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ま
ず
医
者
が

み
た
重
症
度
、
そ
れ
か
ら
患
者
さ
ん
が
ど

の
位
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
か
、Q

O
L

の

障
害
の
程
度
の
二
つ
に
よ
り
治
療
法
を
選

択
す
る
の
が
、
最
近
の
考
え
方
に
な
っ
て

い
ま
す
。
医
者
が
診
て
例
え
ば
頭
だ
け
し

か
な
い
、
顔
だ
け
し
か
な
い
の
で
軽
い
と

一
概
に
言
え
な
い
処
が
あ
り
ま
し
て
、
そ

れ
で
は
仕
事
が
出
来
な
い
と
か
あ
り
ま
し

て
、
ま
ず
塗
り
薬
で
塗
り
薬
が
効
か
な
け

れ
ば
、
次
の
段
階
と
し
て
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
治
療
と
し
て
、
内
服
薬
で
あ
れ
ば
ネ
オ
ー

ラ
ル
の
低
用
量
も
あ
り
ま
す
し
、
顔
に
は

適
し
ま
せ
ん
が
膝
・
肘
な
ど
で
し
た
ら
光

線
療
法
と
い
っ
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
療
法
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を
考
え
て
行
き
ま
す
。

全
身
が
乾
癬
で
覆
わ
れ
て
い
る
様
な
場

合
は
塗
り
薬
だ
け
で
は
塗
る
量
も
多
く
時

間
も
掛
か
っ
て
無
理
で
す
の
で
、
内
服
プ

ラ
ス
光
線
療
法
な
ど
の
全
身
療
法
と
な
り

ま
す
。
免
疫
抑
制
剤
の
ネ
オ
ー
ラ
ル
を
五m

g
/
k
g

の
低
用
量
で
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
関
節
炎
が
あ
る
か
な
い
か
で
治

療
法
も
異
な
っ
て
き
ま
す
し
、
先
程
の
高

橋
先
生
の
お
話
で
膿
疱
性
乾
癬
が
シ
ビ
ア

な
状
況
と
仰
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
症

状
が
あ
れ
ば
全
身
療
法
が
必
要
な
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
乾
癬
の
病
型
が
ど

う
い
う
型
か
、
医
者
が
診
た
重
症
度
、
患

者
さ
ん
が
ど
の
位
困
っ
て
い
る
か
、
そ
う

い
っ
た
事
を
総
合
的
に
判
断
し
て
治
療
法

が
決
め
ら
れ
て
行
き
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
『
患
者
さ
ん
が
治
療
の
主
役
で
あ
る
』

と
申
し
ま
し
た
が
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ

ン
セ
ン
ト
で
副
作
用
が
ど
の
位
あ
る
か
、

治
療
効
果
は
ど
の
程
度
か
、
経
済
的
な
負

担
は
ど
の
位
か
、
十
分
主
治
医
と
話
し
合
っ

て
決
め
て
行
く
の
が
ベ
ス
ト
と
考
え
て
い

ま
す
。
他
の
先
生
の
ご
意
見
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。
」

段
野
、
「
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
乾

癬
は
元
気
な
ん
で
す
ね
。
皆
さ
ん
長
い
人

生
の
中
で
ど
こ
も
悪
い
こ
と
が
な
い
と
云

う
事
は
あ
ま
り
な
く
て
、
血
液
検
査
を
す

る
と
ど
こ
か
異
状
が
出
た
り
、
心
電
図
を

取
る
と
不
整
脈
が
出
た
し
ま
す
よ
ね
。
基

本
的
に
乾
癬
は
元
気
な
ん
で
す
ね
。
体
に

元
気
が
な
く
な
る
と
乾
癬
も
元
気
が
な
く

な
る
の
で
す
が
、
悪
い
こ
と
に
皮
膚
は
元

気
な
臓
器
の
様
で
、
年
取
っ
て
心
臓
が
悪

く
な
っ
た
り
血
圧
が
上
が
っ
た
り
と
、
最

近
は
高
齢
化
で
し
て
体
に
ガ
タ
が
き
て
も
、

乾
癬
は
元
気
で
中
々
良
く
な
ら
な
い
と
皆

さ
ん
よ
く
仰
い
ま
す
ね
。

治
療
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
も
、
強
い
治

療
は
副
作
用
も
強
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
て
、
私
の
処
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
の
で

強
い
治
療
を
行
う
こ
と
は
少
な
い
の
で
す

が
、
そ
れ
で
も
チ
ガ
ソ
ン
・
ネ
オ
ー
ラ
ル

を
処
方
し
て
い
る
患
者
さ
ん
も
多
く
い
ま

す
し
、
薬
以
外
の
日
常
生
活
の
改
善
も
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
が

多
く
て
一
人
の
患
者
さ
ん
に
時
間
を
取
る

の
は
難
し
い
の
で
す
が
、
五
分
・
十
分
で

も
時
間
を
取
っ
て
少
し
ず
つ
話
し
を
し
て

い
ま
す
。
一
回
言
っ
て
『
分
か
り
ま
し
た
』

と
改
善
さ
れ
る
人
は
ま
ず
い
ま
せ
ん
の
で

（
笑
）
、
毎
回
毎
回
言
っ
て
い
ま
す
と

『
又
先
生
同
じ
話
を
』
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
内
五
つ
に
一
つ
位
は
守
っ
て
く
れ
ま

す
。
一
度
に
沢
山
言
っ
て
も
き
っ
と
し
て

貰
え
な
い
の
で
、
私
は
一
つ
し
か
言
い
ま

せ
ん
。
沢
山
言
っ
て
も
診
察
室
を
出
た
ら

何
も
覚
え
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

す
の
で
、
『
ま
ず
一
カ
月
や
っ
て
下
さ
い
』

と
期
限
を
切
ら
な
い
と
や
っ
て
貰
え
ま
せ

ん
の
で
、
ま
ず
一
カ
月
野
菜
中
心
の
食
生

活
を
し
て
貰
っ
て
様
子
を
見
ま
し
ょ
う
か

と
い
っ
た
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
特

別
な
治
療
で
は
な
く
、
標
準
的
な
治
療
を

し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
観
点
に
気

を
配
っ
て
い
ま
す
。
」

東
山
、
「
高
橋
先
生
如
何
で
し
ょ
う
か
。
」

高
橋
、
「
お
二
人
の
話
の
後
な
の
で
何
な

の
で
す
が
、
私
が
感
じ
ま
す
の
は
、
例
え

ば
外
科
で
は
癌
と
か
、
内
科
で
は
糖
尿
病

や
高
血
圧
な
ど
様
々
な
病
気
が
あ
り
ま
す

が
、
癌
で
す
と
命
に
係
わ
り
ま
す
の
で
こ

の
治
療
を
受
け
て
下
さ
い
と
す
ぐ
に
決
ま

り
ま
す
し
、
患
者
さ
ん
の
背
景
な
ど
考
え

る
こ
と
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
方
が

い
か
に
忙
し
か
ろ
う
と
明
日
明
後
日
に
ア

メ
リ
カ
出
張
を
控
え
て
い
よ
う
が
関
係
な

く
何
時
こ
の
手
術
を
受
け
て
下
さ
い
と
は
っ

き
り
言
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
高
血

圧
で
す
と
こ
の
状
態
で
は
腎
機
能
が
こ
の

位
な
の
で
こ
の
薬
が
一
番
良
い
と
科
学
的

に
あ
る
程
度
決
ま
り
ま
す
。
そ
れ
は
血
圧

や
血
糖
の
高
い
状
態
が
持
続
す
る
と
、
そ

の
方
の
十
年
後
の
寿
命
や
二
十
年
後
の
寿

命
が
明
ら
か
に
悪
く
な
る
こ
と
が
科
学
的

に
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
医
学
的
に
も
個

人
的
に
も
強
く
言
っ
た
方
が
そ
の
人
の
価

値
で
す
か
ら
、
強
く
言
っ
て
あ
げ
る
事
が

出
来
ま
す
。

と
こ
ろ
が
乾
癬
は
、
皮
膚
の
尋
常
性
乾

癬
だ
け
の
話
し
で
関
節
性
乾
癬
や
膿
疱
性

乾
癬
は
別
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
先
程

お
話
し
し
ま
し
た
様
な
い
く
ら
良
い
注
射

薬
で
何
十
万
円
掛
け
て
治
療
し
て
も
、
十

年
後
に
乾
癬
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
さ
そ

う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
事
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
尋
常
性
乾
癬
は
あ
く
ま
で
皮

膚
に
出
る
だ
け
で
進
行
は
し
ま
せ
ん
。
今
、

体
の
五
十
％
や
ら
れ
て
い
る
人
が
放
っ
て

お
い
て
七
十
％
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
血
圧
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て

血
管
が
だ
め
に
な
る
と
い
っ
た
病
気
で
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
こ
の
病

気
の
治
療
だ
け
は
、
本
当
に
患
者
さ
ん
が

ど
の
位
困
っ
て
お
ら
れ
る
か
に
す
ご
く
依

り
ま
す
。

例
え
ば
今
滋
賀
と
か
京
都
で
社
会
的
な

生
活
を
し
て
い
る
の
で
困
る
と
い
っ
た
患

者
さ
ん
が
殆
ど
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
が
す

ご
く
田
舎
で
農
家
を
や
っ
て
い
て
家
族
以

外
に
接
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
医
療
の
必
要

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皮
膚
に
出
る

だ
け
で
す
の
で
、
進
行
す
る
こ
と
も
な
け

れ
ば
、
寿
命
に
影
響
す
る
こ
と
も
な
け
れ

ば
、
こ
れ
で
死
ぬ
こ
と
も
な
い
訳
で
す
。

す
ご
く
患
者
さ
ん
の
状
況
に
依
存
し
た

治
療
法
が
選
べ
ま
す
。
で
す
か
ら
自
由
度

が
す
ご
く
大
き
い
で
す
。
例
え
ば
東
山
先

生
の
仰
っ
た
様
に
顔
だ
け
で
も
お
見
合
い

の
掛
か
っ
た
二
十
代
の
女
性
で
し
た
ら
す

ご
く
き
つ
い
で
し
ょ
う
し
注
射
を
す
る
事

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
中
年
の
お
じ
さ
ん

で
仕
事
が
非
常
に
忙
し
く
て
病
院
に
来
る

時
間
が
な
け
れ
ば
放
っ
て
お
い
て
も
良
い

病
気
な
ん
で
す
ね
。
患
者
さ
ん
ご
自
身
の

ご
判
断
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。
お
金

も
掛
か
り
ま
す
し
、
治
療
を
受
け
る
と
い

う
事
は
医
者
に
行
く
時
間
を
潰
し
ま
す
し
、

塗
り
薬
を
塗
る
の
に
自
分
の
時
間
を
使
い

ま
す
し
、
塗
り
薬
は
治
療
の
ベ
ー
ス
で
す

か
ら
、
私
は
絶
対
に
使
っ
た
方
が
よ
い
と

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
ん
な
訳
で
ど
の

位
患
者
さ
ん
が
人
生
に
於
い
て
困
っ
て
い

る
か
、
ど
う
し
た
い
か
に
す
ご
く
依
り
ま

す
の
で
、
乾
癬
に
関
し
て
は
最
近
厚
生
労

15



働
省
が
う
る
さ
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
な

じ
ま
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
」

東
山
、
「
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次

に
段
野
先
生
の
ご
講
演
に
付
き
ま
し
て
の

質
問
に
移
り
ま
す
。

段
野
、
「
紫
外
線
の
治
療
を
大
学
の
時
に

ず
ー
と
や
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
の
こ
と
の

質
問
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
答
え
し
ま
す
。

日
光
浴
に
関
し
て
『
日
光
浴
は
し
な
い
方

が
良
い
の
で
す
か
』
と
い
う
質
問
で
す
。

一
般
的
に
は
乾
癬
は
日
光
に
よ
っ
て
良
く

な
る
と
い
う
の
は
、
先
程
東
山
先
生
が
ス

ラ
イ
ド
で
お
話
し
さ
れ
た
様
に
イ
ス
ラ
エ

ル
の
死
海
に
は
乾
癬
の
保
養
施
設
が
あ
り

ま
し
て
、
私
は
残
念
な
が
ら
行
っ
た
事
は

な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
日
光
浴

を
し
て
濃
い
塩
分
が
非
常
に
良
い
様
で
、

日
光
浴
と
の
相
乗
効
果
で
良
い
効
果
が
あ

り
ま
す
。
私
の
い
ま
し
た
滋
賀
医
科
大
学

で
も
紫
外
線
の
上
等
な
機
械
が
入
る
前
は
、

タ
ー
ル
療
法
と
い
い
ま
し
て
コ
ー
ル
タ
ー

ル
を
塗
る
治
療
法
で
す
が
な
か
な
か
良
く

効
き
ま
す
の
で
、
新
し
い
治
療
法
が
出
て

き
て
も
年
一
回
入
院
し
て
タ
ー
ル
療
法
を

受
け
る
患
者
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
そ
の
タ
ー
ル
を
塗
っ
て
屋
上
に
上
が
っ

て
日
光
浴
を
し
て
い
ま
し
た
ら
、
今
は
日

光
の
害
が
言
わ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の

頃
は
医
者
と
一
緒
に
日
光
浴
を
し
て
い
ま

し
て
、
実
際
に
良
か
っ
た
で
す
ね
。

日
光
浴
は
良
い
の
で
す
が
、
悪
い
事
が

二
つ
あ
り
ま
し
て
、
ま
ず
急
激
な
日
光
浴

で
す
ね
。
忙
し
い
も
の
で
す
か
ら
今
日
は

ガ
ッ
ツ
リ
日
光
を
浴
び
る
ぞ
と
、
ど
っ
か

南
の
方
や
ハ
ワ
イ
に
旅
行
に
行
っ
て
日
頃

焼
い
て
い
な
い
肌
を
急
激
に
さ
ら
す
事
は

逆
に
刺
激
に
な
っ
て
し
ま
う
事
。

も
う
一
つ
は
肌
の
体
質
が
あ
っ
て
日
光

に
当
た
る
と
真
っ
赤
に
焼
け
る
人
が
い
ま

す
。
日
本
人
に
は
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
っ

て
、
す
ぐ
赤
く
な
っ
て
将
来
シ
ミ
に
な
る

タ
イ
プ
の
人
は
紫
外
線
療
法
も
し
な
い
方

が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
日
光
浴
も

ガ
ン
ガ
ン
や
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
で
す

ね
。
」

東
山
、
「
適
度
な
日
光
浴
と
先
生
も
書
い

て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
が
、
急
激
な

焼
き
過
ぎ
に
ご
注
意
し
て
下
さ
い
と
い
う

事
で
し
ょ
う
か
。
」

段
野
、
「
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
と
語
弊

が
あ
り
ま
す
が
、
結
構
若
い
先
生
方
に
紫

外
線
療
法
の
指
導
を
し
て
い
ま
し
た
時
に
、

間
違
っ
て
紫
外
線
を
当
て
過
ぎ
て
火
傷
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
て
、
そ

れ
が
き
っ
か
け
で
乾
癬
が
き
れ
い
に
治
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
も
あ
り
ま
し
て
、

な
か
な
か
難
し
い
で
す
ね
。
一
気
に
焼
く

事
も
そ
の
人
に
と
っ
て
は
良
か
っ
た
と
い

う
事
も
あ
り
ま
す
の
で
ね
。

そ
れ
か
ら
『
漢
方
や
東
洋
医
学
や
ヨ
ガ

に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
』
と
い
う
質
問

で
す
。

私
が
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
の
話
を
し
た

の
で
こ
の
質
問
を
頂
い
た
の
で
す
が
、
私

は
漢
方
や
東
洋
医
学
を
専
門
に
学
ん
だ
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
ど
う
し
て
も
治

ら
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
し
、
高
橋
先
生

が
仰
っ
た
様
に
選
択
性
の
広
い
乾
癬
治
療

で
す
の
で
、
患
者
さ
ん
の
思
い
と
か
要
求

度
に
よ
っ
て
も
う
少
し
取
り
入
れ
て
も
良

い
か
な
と
思
っ
て
い
る
程
度
で
す
。
少
な

く
と
も
私
ど
も
が
処
方
で
き
る
中
で
乾
癬

に
効
く
と
い
う
薬
は
あ
ま
り
な
い
の
で
と
、

漢
方
専
門
の
先
生
も
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

選
択
肢
の
中
で
希
望
の
方
に
は
少
し
処
方

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ヨ
ガ
は
私
が
さ
っ
き
ス
ト
レ
ッ
チ
の
お

話
し
を
し
た
の
で
出
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

皮
膚
に
ど
う
の
こ
う
の
と
云
う
よ
り
、
忙

し
い
生
活
の
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た
ゆ
と
り

の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ
れ
ば
よ
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」

東
山
、
「
『
健
康
食
品
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
効
果
は
如
何
で
す

か
』
と
の
質
問
で
す
。
」

段
野
、
「
今
の
医
学
の
治
療
の
中
で
何
が

重
視
さ
れ
て
い
る
か
と
云
い
ま
す
と
、
き

ち
ん
と
し
た
成
績
を
出
し
て
行
く
事
で
し

て
、
一
人
一
人
の
経
験
談
は
全
く
当
て
に

な
ら
な
い
と
い
う
事
で
す
ね
。
私
に
は
良

く
効
い
た
け
れ
ど
Ｂ
さ
ん
に
は
全
然
ダ
メ

と
い
う
経
験
を
基
に
患
者
さ
ん
を
治
療
す

る
と
い
う
事
は
、
全
く
適
切
で
は
あ
り
ま

せ
ん
ね
。
従
っ
て
沢
山
の
患
者
さ
ん
を
集

め
て
治
療
し
て
き
ち
ん
と
し
た
成
績
を
出

し
て
、
そ
れ
を
基
に
し
て
現
在
の
治
療
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
健
康
食
品

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
て
い
ま
す
と
、
殆

ど
経
験
談
で
す
ね
。
私
は
こ
れ
を
使
っ
て

良
く
な
り
ま
し
た
と
書
い
て
あ
る
の
で
す

が
、
他
の
人
に
は
効
か
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
し
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
使
っ
て
健

康
被
害
で
来
院
さ
れ
る
方
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
私
達
医
師
の
立
場
と
し
て

は
根
拠
の
な
い
も
の
を
患
者
さ
ん
に
勧
め

る
事
は
出
来
な
い
で
す
ね
。
患
者
さ
ん
が

ご
自
由
に
使
っ
て
良
か
っ
た
わ
と
云
う
の

は
結
構
だ
と
思
い
ま
す
。
何
も
全
部
が
悪

い
わ
け
で
は
な
く
良
い
も
の
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
医
師
の
立
場
と
し
て
は

勧
め
ま
せ
ん
。

さ
っ
き
か
ら
言
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
あ

る
程
度
治
療
の
限
界
と
い
っ
た
事
を
感
じ

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
き
ち
ん
と
し
た

根
拠
が
あ
っ
て
成
績
の
出
て
い
る
私
達
の

持
っ
て
い
る
治
療
手
段
で
治
り
き
ら
な
い

事
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
視
野
で
は
東

洋
医
学
や
健
康
食
品
を
見
直
す
こ
と
が
あ
っ
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て
も
良
い
か
と
も
思
い
ま
す
。

た
だ
現
在
の
健
康
食
品
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
な
ど
は
別
で
す
ね
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ん
か
見
て
い
ま
し
て
も
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
良
く
効
い
た

な
ど
と
書
い
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ

う
い
っ
た
も
の
を
勧
め
る
の
と
は
訳
が
違

い
ま
す
の
で
誤
解
な
さ
ら
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

東
山
、
「
も
う
一
つ
『
風
邪
を
ひ
い
た
と

き
に
乾
癬
が
治
ま
る
の
で
す
が
、
因
果
関

係
は
あ
り
ま
す
か
。
』

段
野
先
生
の
お
話
に
悪
く
な
る
と
あ
り
ま

し
た
様
に
、
一
般
的
に
は
悪
く
な
る
人
が

多
い
の
で
す
が
、
こ
の
方
の
場
合
に
は
風

邪
を
ひ
い
て
熱
が
出
る
と
乾
癬
が
治
ま
る

と
の
事
で
す
が
。
」

高
橋
、
「
悪
く
な
る
人
の
方
が
多
い
の
で

す
が
、
そ
う
い
う
事
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
風
邪
に
も
色
々
な
風
邪
が
あ
り

ま
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
よ
る
上
気

道
炎
や
扁
桃
炎
も
あ
り
ま
す
し
、
人
間
の

体
が
そ
れ
に
反
応
し
ま
す
。
免
疫
を
上
げ

て
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
を
や
っ
つ
け
よ
う
と

し
ま
す
。
や
っ
つ
け
よ
う
と
す
る
細
胞
の

一
つ
が
、
Ｔ
リ
ン
パ
球
で
、
や
っ
つ
け
よ

う
と
す
る
作
用
の
一
つ
が
サ
イ
ト
カ
イ
ン

で
す
。
そ
の
中
に
は
良
く
聞
く
名
前
だ
と

思
い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
沢

山
出
し
ま
し
て
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
が

熱
を
出
さ
せ
ま
す
。
熱
を
出
す
事
に
よ
っ

て
細
菌
な
ど
を
や
っ
つ
け
よ
う
と
し
ま
す
。

多
く
の
場
合
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
はT

N
F
α

と
一
緒
で
乾
癬
を
悪
く
す
る
方
に
働
き
ま

す
。さ

っ
き
段
野
先
生
が
話
さ
れ
た
様
に
、

風
邪
を
ひ
い
た
と
き
に
乾
癬
が
悪
く
な
る

の
は
よ
く
あ
る
現
象
で
す
。
最
近
医
学
で

よ
く
あ
り
ま
す
の
は
、
Ｃ
型
肝
炎
を
治
す

の
に
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
使
い
ま
す
の

で
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
使
う
と
必
ず

乾
癬
が
悪
化
し
て
皮
膚
科
に
来
る
人
が
沢

山
い
ま
す
。
肝
臓
の
方
が
大
事
な
の
で
そ

れ
は
無
視
し
て
治
療
し
て
貰
い
ま
す
が
。

そ
ん
な
訳
で
炎
症
と
乾
癬
は
す
ご
く
リ
ン

ク
し
て
い
る
の
で
、
悪
く
な
る
現
象
は
説

明
し
や
す
い
の
で
す
が
、
良
く
な
る
の
は

そ
う
い
う
風
に
ガ
ー
と
出
た
も
の
が
ス
ー

と
ひ
い
て
し
ま
っ
て
治
る
過
程
で
全
部
治
っ

て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
先
程
の

段
野
先
生
の
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
の
話
で

サ
イ
ト
カ
イ
ン
が
治
る
時
に
よ
り
少
な
く

な
る
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
患
者
さ
ん

個
々
の
説
明
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
」

東
山
、
「
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
『
治

療
に
関
し
て
ネ
オ
ー
ラ
ル
の
副
作
用
が
心

配
な
の
で
教
え
て
下
さ
い
』
。
」

段
野
、
「
ネ
オ
ー
ラ
ル
は
十
年
ほ
ど
前
で

す
か
ね
。
出
た
と
き
に
は
魔
法
の
薬
で
、

こ
れ
が
あ
れ
ば
塗
り
薬
は
い
ら
な
い
し
、

乾
癬
の
治
療
も
大
き
く
様
変
わ
り
と
の
印

象
で
し
た
が
、
ご
存
じ
の
様
に
色
々
な
副

作
用
も
あ
り
ま
す
。
併
用
薬
剤
と
の
飲
み

合
わ
せ
が
悪
い
と
か
、
長
期
使
う
と
腎
臓

の
機
能
が
低
下
す
る
と
の
話
を
聞
き
ま
す

と
魔
法
の
薬
で
も
な
い
か
な
と
。
そ
こ
で

日
本
乾
癬
学
会
を
中
心
に
い
か
に
旨
く
使
っ

て
行
く
か
、
適
正
な
使
用
を
探
っ
て
行
き

ま
し
て
、
今
は
悪
い
時
だ
け
使
う
の
が
主

流
に
な
っ
て
い
ま
す
。
寛
解
導
入
と
い
う

ス
ト
レ
ス
な
ど
で
急
に
悪
く
な
っ
て
社
会

生
活
が
非
常
に
困
る
と
い
っ
た
、
人
に
会

う
の
に
手
が
出
せ
な
い
と
か
、
取
り
敢
え

ず
酷
い
状
況
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
と
、
三

カ
月
な
ら
三
カ
月
使
っ
て
良
く
な
っ
た
ら

止
め
ま
し
ょ
う
と
言
う
の
で
す
が
、
実
際

な
か
な
か
止
め
ら
れ
な
い
で
す
ね
。
も
う

ち
ょ
っ
と
飲
み
続
け
た
い
と
の
事
で
、
私

の
処
に
も
長
く
飲
み
続
け
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

一
応
血
液
検
査
を
す
れ
ば
腎
臓
の
機
能

を
反
映
す
る
血
液
デ
ー
タ
が
正
常
か
十
％

と
か
二
十
％
と
か
治
療
の
許
容
範
囲
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
見
な
が

ら
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
検
査
デ
ー
タ

が
正
常
だ
か
ら
と
い
っ
て
絶
対
大
丈
夫
と

も
言
い
切
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
ね
。
血
圧
も
高
く
な

り
ま
す
し
、
血
圧
は
十
位
上
が
り
ま
す
ね
。

私
が
ネ
オ
ー
ラ
ル
を
使
い
始
め
て
十
年
近

く
に
な
り
ま
す
が
、
最
初
言
わ
れ
た
よ
う

な
そ
れ
程
強
い
副
作
用
は
経
験
し
て
い
ま

せ
ん
。
き
ち
ん
と
ガ
イ
ド
ラ
ン
ン
通
り
の

使
用
期
間
と
血
圧
と
腎
臓
機
能
の
チ
ェ
ッ

ク
で
す
ね
。
高
齢
の
方
は
腎
臓
の
機
能
が

落
ち
て
い
ま
す
の
で
使
い
に
く
い
と
か
、

併
用
薬
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。

東
山
、
「
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
質

問
用
紙
で
寄
せ
ら
れ
て
い
た
質
問
は
以
上

で
す
。
乾
癬
は
チ
ー
ム
医
療
が
必
要
な
病

気
で
す
が
、
日
生
病
院
の
山
下
看
護
師
長

に
来
て
貰
っ
て
い
ま
す
の
で
、
山
下
さ
ん

お
話
し
頂
け
ま
す
か
。
」

山
下
、
「
看
護
師
と
し
て
色
々
な
科
を
廻
っ

て
き
た
の
で
す
が
、
皮
膚
科
に
来
ま
し
て

乾
癬
の
患
者
さ
ん
に
会
い
ま
し
た
。
乾
癬

の
方
は
積
極
的
な
感
じ
を
受
け
ま
し
て
、

こ
う
い
っ
た
学
習
会
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
下
さ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
悩
ん

で
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
。
私
の
処
で
は

乾
癬
の
専
門
外
来
が
あ
り
ま
し
て
患
者
会

の
人
が
こ
こ
で
患
者
さ
ん
に
声
を
掛
け
た

り
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
声
を
掛
け
た

り
お
話
し
を
し
た
り
す
る
中
で
お
年
の
方

な
ど
で
も
元
気
が
出
て
き
て
治
療
へ
の
意

欲
が
高
ま
っ
た
り
、
自
分
の
思
い
を
伝
え

ら
れ
た
り
し
て
、
す
ご
く
良
く
な
っ
て
行

く
と
い
う
感
じ
を
受
け
て
い
ま
す
。

大
切
な
事
は
何
か
と
考
え
て
み
ま
す
と
、

学
習
の
場
な
ど
も
利
用
し
て
主
治
医
の
先

生
と
旨
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ

て
頂
く
、
看
護
師
も
お
り
ま
す
の
で
色
々

相
談
を
し
て
自
分
の
納
得
の
行
く
治
療
を

受
け
て
頂
く
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
ご
自
分
に
あ
っ
た
治
療
を
受
け
ら
れ
る

事
と
、
途
中
で
薬
を
止
め
た
り
と
か
、
塗

る
の
が
大
変
だ
か
ら
と
薬
を
た
め
込
ん
だ

り
し
な
い
で
、
ど
ん
ど
ん
良
く
な
っ
て
行

か
れ
る
事
を
希
望
し
ま
す
。
」

東
山
、
「
以
上
で
質
疑
応
答
を
終
わ
り
ま

す
。
段
野
先
生
・
高
橋
先
生
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
だ
質
問
の
あ
る
方
や
直

接
聞
き
た
い
事
は
こ
の
後
の
懇
親
会
場
の

相
談
医
コ
ー
ナ
ー
で
ご
質
問
下
さ
い
。
」
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★編集局では皆さんの原稿を募集しています。乾癬についての自分

の体験、自分が行っている治療法、日常生活で心がけていること、

乾癬治療に役立った事、その他何でも構いません。エッセイ・詩・

短歌・俳句などもぜひ投稿してください。お待ちしています。
★「ＰＳ０ＲＩＡ ＮＥＷＳ」では「乾癬Ｑ＆Ａ」コーナーを設けています。症状や治療法、

薬など乾癬に関する質問がありましたら編集局までお寄せ下さい。代表的な質問などを選ん

で、相談医の先生方に会報上で答えて頂きます。

★「大阪乾癬患者友の会」の幹事会は全て会員や相談医の方のボランティアで成り立ってい
ます。会では幹事になって頂ける方を募集しています。幹事の人数が少なくて大変困ってい

ます。自分のやれる範囲でもちろん結構ですから、ぜひお手伝い下さい。当面次の仕事をお

手伝い頂ける方を探しています。 1）定例総会等行事のボランティア 2）会報送付作業の
ボランティア 3）ホームページ管理等のボランティア ４）幹事会参加メンバー(5名程度）

大阪乾癬患者友の会(梯の会）では、ホー

ムページを作成・運用しております。乾
癬についての治療法・薬・生活上の注意

や総会のお知らせ・会報の抜粋・掲示板・

乾癬関係のホームページへのリンクなど
が掲載してあり、役に立つ情報が一杯で

す。ぜひ御覧になって下さい。ホームペー

ジアドレスは下記の通りです。

ホームページのご案内

http://derma.med.osaka-u.ac.jp/pso/

会員の皆さまへ 会費納入のお願い

年会費を下記の要領で徴収させていただいております。より充実した会の運営のため何

卒、ご理解のほど宜しくお願いいたします。

会 費：年間 ３０００円

納入方法：郵便振替
納入期限：毎年３月末日までに納入お願いします。振込用紙に必要事項を記入のうえ郵

便局の振り替え口座に振り込みをお願いします。会費につきましては、未納の場合、自動

的に退会となります。

郵便振替 口座番号： ０９２０・２・１５５７４５「大阪乾癬患者友の会」
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